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医療等分野におけるICT化の推進について

○ さらに、厚生労働大臣の下に「保健医療分野のICT活用推進懇談会」を設置（平成27年11月）。
患者・国民本位の医療等サービスの提供・持続可能な医療等システムの実現・産官学が一体となった
研究開発や新規サービスの創出に向けた次世代型の医療情報の共通インフラやプラットフォームの在
り方等について議論。

○ 同懇談会提言（平成28年10月19日）を踏まえ、厚生労働省において提言内容の実現について検討
を進めていく。

○ 「日本再興戦略 改訂2015」・「日本再興戦略 2016」に沿って医療等分野のICT化の取組
を着実に推進。
① 医療データのデジタル化・標準化（医療情報の利活用の基盤整備）
② 患者・現場をつなぐネットワーク化（医療情報の共有・連携）
③ イノベーションを生み出すビックデータ化（医療情報の収集・分析）

患者へのサービスの質の向上

医療の効率化の推進研究開発の推進医療機関等の連携の推進

さらなる取組（保健医療分野のICT活用推進懇談会）

現行の取組
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集まるデータ 生み出すデータ
つくる

つなげる

ひらく

分散したデータ データの統合

たこつぼ化 安全かつ開かれた利用

３つのパラダイムシフトと３つのインフラ

データの収集段階から、集積・分析・活用（出口）で使える
アウトカム志向のデータをつくる

個人の健康なときから疾病・介護段階までの
基本的な保健医療データをその人中心に統合する

産官学のさまざまなアクターがデータにアクセスして、
医療・介護データをビックデータとして活用する

＜インフラ＞

＜インフラ＞

＜インフラ＞

最新のエビデンスや診療データをAIを用いてビッグデータ解析し、
現場の最適な診療を支援するシステムを構築

医療・介護スタッフに共有され、個人自らも健康管理に役立てる
全ての患者・国民が参加できるオープンな情報基盤を整備

産官学の多様なニーズに応じて、医療・介護データを
目的別に収集・加工（匿名化等）・提供できるプラットフォームを整備

ICT・AI等を活用した医療・介護のパラダイムシフト

ICTの利活用が「供給者目線」から
「患者・国民目線」になるように作り変え、

以下を実現

ビッグデータ活用やAIによる分析

地域や全国の健康・医療・介護情報ネットワーク

ビッグデータ活用によるイノベーション

ICTを活用した遠隔診療や見守り

どこでも誰でも、自身の健康・医療・介護情報が
医師などに安全に共有され、かかりつけ医と
連携しながら切れ目ない診療やケアを受けられる

専門の医師がいない地域の患者や、生活の中で
孤立しがちなお年寄りでも、遠隔医療や
見守りなどの生活支援を受けられる

疾患に苦しむ様々な患者に、最新の治療法や
医薬品を届けられる。

診療や治療が難しい疾患でも、個人の症状や
体質に応じた、迅速・正確な検査・診断、治療が
受けられる
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ICT・AI等を活用した医療・介護のパラダイムシフト（工程表）

2017年度 2018年度
【診療報酬・介護報酬改定】

2019年度 2020年度
【診療報酬改定】

2025年度2021年度
【介護報酬改定】

● AIやIoT等のICTを活用した診療支援や遠隔医療、見守り、ロボット等の技術革新を、医療・介護の枠組みの中に、現場や国民がメリットを実感
できる形で、十分なエビデンスの下に組み込み

医療介護ICT本格稼働 ※本格稼働後も技術革新に合わせ機能を拡充

個人の健康～医療・介護段階のデータを
医療・介護スタッフ等に共有し、

適切な診療・サポートが受けられる。
個人自らも健康管理に役立てることができる。●全国規模への拡大

●段階運用●設計・開発

医療等ID

●全国各地への普及

医療連携ネットワーク

最新のエビデンスや診療データをＡＩで分析し、
最適な診療が受けられる。●開発・実装化

AIを用いた診療支援

●診療報酬改定においてAIを用いた診療
支援に向けたインセンティブ付けの検討

●診療支援技術の確立

産官学が多様な目的で
健康・医療・介護データを活用できる。

●ナショナルデータベース（特定健診、レセプト）、
介護保険総合データベース等の整備･連結●利活用環境の整備

公的データベースの整備・連結

●施行・運用開始

認定匿名加工医療情報作成事業者の実現

※公的データベースを補完し、多様な研究開発ニーズに対応する
ため、非悉皆の多様なアウトカムデータを収集・匿名加工

●法案提出・施行準備

●分類の精緻化
●データベース

の構築

●ケア内容の
データベース
試行運用

●ケア内容の分類の作成●調査・研究

介護保険総合データベースの抜本的改革

●介護報酬改定において自立支援に
向けたインセンティブ付けの検討
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全国規模の医療情報連携ネットワークの整備（イメージ）
 医療保険のインフラを活用したオンライン資格確認を行うためのネットワークの整備をもとに、相互に接続する機能を持つ医療(介護)
情報連携ネットワークを形成。

 このネットワークにおいて、全国共通のユニバーサルIDとして医療等IDを活用することにより、地域の医療(介護)情報連携(EＨR)を
超えて、全国の医療機関等間で、診療に必要な際に、診療に必要とする医師等が、患者の同意の下に、患者の治療・検査・画像
診断等の医療情報を共有することが可能となり、医療の質の向上と効率的な提供に寄与。

 また、医療等IDを導入することで、長期にわたって治療経過を患者単位で連結できるようになり、患者の医療情報を収集・分析し、
ビッグデータとして活用することが可能となることにより、国民の健康増進と医療の質の向上に寄与。

患者

中核病院

診療所

薬局

健診機関

連携サーバ
患者

中核病院

診療所
介護施設

健診機関

患者

中核病院

診療所

薬局

健診機関

患者

中核病院
診療所

薬局

訪問看護

地域医療連携ネットワーク

地域医療連携ネットワーク

地域医療連携ネットワーク地域医療連携ネットワーク

医療等IDを用いた
地域間連携

連携サーバ

連携サーバ

連携サーバ

医療等IDを用いた
地域間連携

オンライン資格確認
医療等ＩＤ

医療等ＩＤ

IX接続センタ（仮称）

全国規模の医療情報連携ネットワークの整備（2020年度のイメージ）
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【参考】保健医療分野におけるICT活用推進懇談会 提言
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医療的ケア児等が旅行等で外出した際も
外出先で安心して医療を受けられる
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